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安 全

プラットホーム事故０（ゼロ）運動 ドア挟まり防止キャンペーン

踏切事故０（ゼロ）運動

体験型模擬装置の活用

　ホーム上での列車との接触や線路への転落について
注意喚起するとともに、危険と感じたときは非常ボタンを
押していただけるようお客さまにご協力をお願いする「プ
ラットホーム事故０（ゼロ）運動」を実施しています。

　駆け込み乗車や閉まりかけたドアに荷物を挟む行為
などの危険性をご理解いただけるよう「ドア挟まり防
止キャンペーン」を実施しています。

　お客さまや地域の皆さまに、踏
切を安全にご利用いただけるよう
ご協力をお願いするため、駅での
ポスター掲出や警察署と連携した
啓発活動を行っています。

　ホームや踏切に設置している非常押しボタンの体験模
擬装置を活用した取組みを行っています。ホーム用は駅
や地域のイベント等、踏切用は免許センター等において、
動作の仕組みをご理解いただけるように実際に扱ってい
ただいています。

　駅や列車を安全にご利用いただくとともに、危険と感じたときは非常停止ボタンを押していただくことを目的に、さまざ
まな取組みを実施しています。

プラットホーム事故０（ゼロ）運動 ドア挟まり防止キャンペーン

駅でのポスター掲出やポケットティッシュを配布。

体験模擬装置（ホーム用） 体験模擬装置（踏切用）

警察署と連携のうえ、第４種踏切近傍にある小学
校等を訪問し、啓発活動を実施。

安全の取組みに関するお客さま・地域の皆さまとの連携




